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A．研究目的 

 血液凝固異常症に対する過去の輸入血液

製剤使用により HIV 感染をきたした 95%

以上が HCV に重複感染している。近年、

Antiretroviral therapy に よ る HIV コン

トロール改善が AIDS 指標疾患による死亡

数の減少に寄与した反面、肝疾患を含む他

因死の割合は増加している。HIV 感染患者

の死因のうち肝疾患に関連する約 40％が

肝 細 胞 癌 と の 報 告 （ HIV medicine 

16:230-239, 2015）もある。 

HIV/HCV 重複感染を伴う血液凝固異常

症患者の高齢化も伴い、慢性肝炎・肝硬変

を背景とした一般外科手術、肝発癌時の肝

切除・肝移植を含む肝外科手術の機会は今

後さらに増加することが予測される。 

 我々は血液凝固異常症・HIV/HCV 重複

感染を有する症例の外科治療術前に評価す

べき事項、抗ウイルス療法の適応とタイミ

ング、肝硬変合併症と肝移植術前管理につ

いて文献検索を行い、推奨すべきエビデン

スとガイドラインへの記載事項を検討した。 

 

B．研究方法 

 HIV/HCV 重複感染を伴う血液凝固異常

症患者に関連する文献検索を中心に行い、

エビデンスレベルの高いものについては

HIV/HCV 重複感染例と血液凝固異常例の

非併存例の文献も検討した。対象文献は

2022年 3月末の ePub公表分まで評価対象

とした。先行して術前評価に関連する

Clinical Question（CQ）を立案し、各 CQ

に関するエビデンスだけでなく、本邦での

保険診療や社会条件等とのバランスも考慮

したコンセンサスも検討・記載する方針と

した。立案した CQ の採用/不採用、文献検

索内容のガイドラインへの記載範囲につい

ては班会議での各委員と協議の上で検討す

る方針とした。 

 

C．研究結果 

外科治療ガイドライン、周術期管理・術

前管理一般の CQ として①術前評価（肝線

維化評価、肝予備能評価、栄養状態評価

/sarcopenia/リハビリテーション、高齢者評

価）、②抗ウイルス療法、③肝硬変合併症管

理（食道胃静脈瘤・門脈圧亢進症、腹水、

肝性脳症、肝腎症候群）、④移植前評価を立

案した。上記の CQ に対する文献検索とし

てエビデンスレベル・コンセンサスにも関

与する 64 文献のレビューを行った。 

 

研究要旨 HIV/HCV 重複感染症例において Antiretroviral therapy（ART）に よ る

HIV コントロール改善が AIDS 指標疾患による死亡数の減少に寄与した反面、肝疾患を

含む他因死の割合は増加している。HIV/HCV 重複感染を伴う血液凝固異常症患者の高齢

化も伴い、慢性肝炎・肝硬変を背景とした一般外科手術、肝発癌時の肝切除・肝移植を

含む肝外科手術の機会はさらに増えると予測される。血液凝固異常症・HIV/HCV 重複感

染を有する症例の外科治療術前に評価すべき事項、抗ウイルス療法の適応とタイミング、

肝硬変合併症と肝移植術前管理について文献検索を行い、推奨すべきエビデンスとガイ

ドラインへの記載事項を検討した。 
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①術前評価 

肝線維化評価については血液凝固異常症

患者を対象とするため、非侵襲的な検査項

目を中心に記載の方針とした。また、肝線

維化評価の意義と、HIV/HCV 重複感染例

において有用な検査項目の具体例について

報告があった。 

 肝予備能検査においては ICG テスト、

ALBI スコア、アシアロシンチグラフィで

の評価を中心に複数のモダリティで報告が

あった。 

 栄養状態評価については術前の栄養管理、

特に肝硬変での栄養管理の重要性について

複数の報告が存在した。また、サルコペニ

アについては術後合併症との関連性も複数

のエビデンスがあり、簡易スクリーニング

法についての報告も認められた。リハビリ

テーションについては血液凝固異常症患者

において 4 割程度の症例で筋骨格筋系の疼

痛を有しており、画一的な運動療法が困難

な可能性がありガイドラインへの記載は要

検討項目と考慮された。 

 高齢者評価については HIV/HCV 重複感

染を伴う血液凝固異常症患者の高齢化が課

題ではあるが、HIV/HCV 重複感染を伴う

血液凝固異常症患者集団における報告は認

められなかった。 

 

②抗ウイルス療法 

SVR達成のベネフィットに関連する文献

の記載、HIV/HCV 重複感染症例の肝移植

後 HCV 再感染に対する IFN-free 療法

治療成績も HCV 単独再感染症例と同様に

高い治療効果が期待される報告は認められ

た。 

 

③硬変合併症管理（食道胃静脈瘤・門脈圧

亢進症、腹水、肝性脳症、肝腎症候群） 

HIV/HCV 重複感染を伴う血液凝固異常

症患者集団における報告では腹水・肝性脳

症・肝腎症候群の報告はエビデンスレベル

の高いものがほぼ存在しなかった。静脈瘤

の非侵襲的な検索について一部報告は認め

られた。 

 

④移植前評価 

肝 移 植 に 関 連 す る 具 体 例 詳 細 は

HCV/HIV 肝移植のベストプラクティスが

存在する点、移植医療を行う国内施設では

各施設でのマニュアルも存在する点から、

同 CQ については当院における移植前精査

として一般的に行う検索を呈示するに留め

る方針とした。 

 

D．考察 

 レビューした 64 文献について、各文献の

要旨を供覧した上で、ガイドラインへの記

載と他セクションと重複する領域の調整を

行った。 

 

①術前評価 

肝線維化評価については報告のある文献

について記載する方針とした。また、当研

究班における業績の Fib-4 アプリ活用につ

いても記載の方針とした。肝予備能評価に

ついては、複数のモダリディを総合的に評

価することを記載する方針とした。栄養状

態評価については術後合併症との関連性、

サルコペニア簡易評価法も記載の方針とし

た。リハビリテーションについてはやはり

画一的な運動療法が困難な可能性が高く、

他の班員からも推奨は困難との意見が出た。

また、長期療養体制班との連携についても

検討する必要があり術前評価の項目として

の記載は見送る方針とした。高齢者評価に

ついては、一般的な高齢者評価ツールの記

載は妥当と考えられた。 

 

②抗ウイルス療法 

抗ウイルス治療については別セクション

での記載予定があり、協議の上で術前評価

としては記載しない方針とした。 

 

③肝硬変合併症管理 

関連性の高い静脈瘤検出のための非侵襲

的評価等の報告を記載する方針とした。 

 

④移植前評価 

 肝移植一般で術前評価する具体的事項を

記載する方針とした。 

 

その他、上記 CQ に関連した記載に加え
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て動脈血採血や筋肉注射の際の事前凝固因

子製剤補充についての記載は重要性が高く、

術前一般の項目として設ける方針とした。

また、一般外科手術に伴う全身麻酔管理前

の耐術性評価検査についてはガイドライン

の主旨と異なるため記載は割愛する方針と

した。 

 

E．結論 

 当初想定していた術前評価としての文献

数・範囲が他セクションと重複する点、記

載内容/文献数も多い点から「術前一般」と

しての内容・範囲を調整し、記載方針の概

要を決定した。 

 

F．健康危険情報 

 なし 
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